
r

TSυKυ BA

就
任
の
御
挨
拶

つ
く
ば
市
農
業
委
員
会

会
長

飯

野

和

男

日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会

の
運
営
及
び
活
動

に

つ
い

て
、
農
家

の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
の
方
々
に
多

大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
、
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
去
る
五
月

二
十
日
の
総
会
に
お
い
て
、
会
長

の
大
役
を
仰
せ

つ
か
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身

に
余

る
光
栄

で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び
事
務
局

職
員
と

一
九
と
な

っ
て
、

つ
く
ば
市

の
農
業

の
発
展
に
取

り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
近
年

の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
物
価
高
騰
は
終
息

の
兆
し

が
見
え
ず
、
農
業
に
お
い
て
も
資
材
や
燃
料
価
格
等

の
高

騰
に
よ
り
不
安
定
な
事
態
が
続

い
て
お
り
、
農
家

の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
な
御
苦
労
を
強

い
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
農
業

の
将
来
を
描
く

「
地
域
計

画
」
の
策
定
が
本
格
化
し
て
お
り
、
当
農
業
委
員
会
も
日

標
地
図
の
作
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
農
地

の
集
積
、
集
約
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

担

い
手
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
の
所
有
者
の
皆
様

の
御
理
解

と
御
協
力
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
農
地
が
地
域

の
宝

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
引
き
続
き
皆
様
と
協
働
し
て
い

き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
協
力

の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

つ
く
ば
市
農
業
委

員
会
は
皆
様
に
寄
り
添

い
、
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
委
員

会
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



第61号 農委だよりつくば 令和 6年 7月 (2)

令
和
６
年
５
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２４
名
の
農
業
委
員
が
市
長
よ
り

任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
任
期
は
令
和
６
年
５
月

‐９
日
か
ら
令
和
９
年
５
月
１８
日
ま
で
で
す
。

主
な
役
割

①
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買

・
賃
借
等
の
許
可

②
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
の
許
可

③
農
地
利
用
状
況
調
査
及
び
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

。
解
消
の
促
進

④
新
規
参
入
相
談
、
農
業
担
い
手
育
成

⑤
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
関
係
機
関
へ
の
意
見
提
出

農
地
に
関
す
る
相
談
は
お
近
く
の
農
業
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

善一一

聞

一九
　
立早

（北
太
田
）

石

田
　

真

也

（上
郷
）

飯

泉

　

厚

彦

（中
野
）

横

田

　

晋

吾

（水
堀
）

関

口
　

和

美

（島
名
）

飯

島

　

秀

幸

（上
横
場
）

飯

岡

　

宏

記

（若
森
）

雨

貝

　

洋

子

（連
初酒
）

情
報
提
供
専
門

委
員
会
副
委
員
長

誰

中

島

　

信

夫

（西
平
塚
）

岡
　
田
　
　
実

（国
松
）

ぬ
互サ



(3)令和 6年 7月 農委だよりつくば 第61号

白
　
石
　
　
悟

（小
田
）

農
業
政
策
専
門

委
員
会
副
委
員
長

吉

田

　

新

一

（上
ノ
室
）

遠

藤
　
道

夫

（田
中
）

会
長
職
務
代
理
者

卦

崎

　

徳

男

（今
鹿
島
）

遊
休
農
地
対
策

専
門
委
員
会

委
員
長

青

木

　

道

子

（上
横
場
）

情
報
提
供
専
門

委
員
会
委
員
長

大

野

　

博

司

（上
岩
崎
）

農
業
政
策
専
門

委
員
会
委
員
長

本

橋

　

文

男

（栗
原
）

市

村
　
一九
則

（金
田
）

遊
体
農
地
対
策

専
門
委
員
会

副
委
員
長

石
　
島

　

繁

（士口沼
）

野

堀

　

良

夫

（遠
東
）

農
業
担
い
手
対
策

専
門
委
員
会

副
委
員
長

蛯
　
原

　

昇

（天
宝
一ユｃ

加

園

　

秀

信

（作
谷
）

飯

島

　

孝

一

（玉
取
）

農
業
担
い
手
対
策

専
門
委
員
会

委
員
長

飯

野

会
長

和

男

（花
室
）

令和6年度つくぼ市農業



第61号 農委だよりつくば 令和 6年 7月 (4)

新

lJ

令
和
６
年
６
月
１７
日
、

２８
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
　
穂

谷
田
部

主
な
役
割

①
地
域
の
農
業
者
等
の
話
し
合
い
の
推
進

②
農
地
の
出
し
手

・
受
け
手

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の

集
積

・
集
約
化
の
推
進

③
市
内
農
地
の
利
用
状
況
調
査
、
遊
休
農
地
所
有
者
等
へ
の
利
用
意
向
調
査

④
新
規
就
農
者
へ
の
農
地
の
斡
旋
等
の
支
援

農

地

の
貸

借

の
相

談

は
、
お
近

く

の
農

地

利

用
最
適

化

推

進

委

員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

曲一皇
　
　
田エ

筑

波

茎
　
崎

桜

小島 博
第22区

日辻 祐一
第23区

岡野 好雄
第24区

飯村 周一
第25区

岩瀬 晴夫
第26区

木村 和也
第27区

山崎 治
第28区

菊池 美雄
第 15区

高野 等
第 16区

稲葉 恒男
第 17区

中泉 久男
第 18区

遠藤 直道
第 19区

星野 和夫
第20区

市村 雅行
第21区

大木 一真
第3区

貝澤 芳和
第9区

水野 和彦
第 10区

荒木 浩司
第 11区

飯塚 弘之
第 12区

柳橋 成一
第 13区

中嶋 久
第 14区

根本 清己
第 1区

中野 実
第2区

雨貝 和幸
第3区

須藤 弘
第4区

大塚 博昭
第5区

會田 賢一
第6区

宇津野 均
第 7区

I甘 1霊



(5)令和 6年 7月 農委だよりつくば 第64号

農地利用最適化推進委員の担当区域

静

諄

Rゞ

「

,

_帝

⇔

―  ― __

障

地区
区域の

名称
区   域

大穂

第 1区 大曽根、玉取、若森、佐

第 2区 前野、篠崎、長高野

第 3区 要、蓮沼

第 4区 吉沼、西高野、大砂

豊里

第 5区
沼崎、酒丸、中束原新田、土田、高野、
遠東、百家

第 6区 今鹿島、上里

第 7区 上郷、木俣、野畑、手子生、田倉

谷田部

第 8区 羽成、飯田、中野、片田、上萱丸、
下萱丸、花島新田、西栗山

第 9区 谷田部、境田、境松、根崎、古館、東丸山

第 10区 真瀬、鍋沼新田、高須賀、高良田

第 H区 島名、中別府、下別府、上河原崎、
鬼ケ窪、高円、顧F野井、下河原崎、水堀

第 12区
葛城根崎、苅間、原、西大橋、西岡、
小野崎 (小池に限る。)、 島、西平塚、

東平塚、下平塚

第 13区 柳橋、平、大白硲、新井、山中、小白硲

第 14区

上横場、中内、館野、榎戸、北中妻、
赤塚、下原、梶内、南中妻、下横場、

稲岡、北中島、市之台、今泉、新牧田、

松野木、上原、手代木、西大沼、
小野崎 (小池を除く。)

桜

第 15区
上境、中根、栄、松栄、松塚、横町、大、
金田、古来、吉瀬          t

第 16区 上ノ室、花室、妻木、束岡、柴崎、倉掛

第 17区 上広岡、下広岡、大角豆

第 18区 上野、栗原

筑波

第 19区 田中、水守、山木、田水山

第 20区 沼田、国松、上大島、筑波

第 21区 神郡、臼井、小沢、杉木、漆所、大貫

第 22区 北条、君島、泉、小泉、山日、平沢

第23区 小田、北太田、小和田、大形、下大島

第 24区 作谷、安食、寺具、明石

第 25区 中菅間、上菅間、洞下、池田、

高野原新田、磯部

茎崎

第 26区 菅間、樋の沢、大井、西大リキ、高崎、

稲荷原、高見原

第 27区 下岩崎、細見、Jヽ山、茎崎、上岩崎、

大舟戸、駒込、泊崎

第 28区 小茎、六斗、九万坪、房内、若栗、中山、

天宝喜

＝

相‐

辞令交付式・委員合同研修の様子



第61号 農委だよりつくば 令和 6年 7月 (6)

■
■
■ ぷ″

ｋ
一つくば市農業委員会では、農業従事者

の減少や高齢化などにより増加してしヽる

遊休農地の解消とその有効利用に向けた

独自の取り組みとして、平成23年度より
「農地再生チャレンジ事業」を実施してい

ます。農業委員・農地利用最適化推進委

員が中心となり、」Aつ くば市、JAつ くば

市谷田部、つくば地域農業改良普及セン

ダー等と連携 し、令和 6年度 |よ 大穂地区

で遊体農地約4,000平方メー トルの再生

を行しヽました。

再生した農地で栽培 したジャガイモを

収穫していただくイベント「ジャガイモ収

穫体験」で |よ 、市民 6ア 組 20フ 人の参力□者

にジャガイモの収穫体験を楽しんでいた

だき、農業の楽しさと食料の大切さを実

感 してもらうことができました。収穫 し

たジャガイモの一部 |よ つくばこ
!

どもの青しヽ羽根学習会、こども

食堂等へ提供させていただきま

した。

今後、再生した農地 lよ新たに

意欲のある担しヽ手へと引き継ぐ

予定です。

全国農業新間の

取材を受けました。

大きな
ジャガイモ
見せて!

見せて!

これまでの作業の

様子はこちらから
ご覧いただけます 〉

相続登記の申請が義務化されました

近年、所有者不明土地の増加が間題となつており、農業におしヽても農地の集積・集約を進める上で大きな妨げとなつて

おります。令和 6年 4月 1日から相続登記が義務化されました。農地を相続 したら早めに相続登記をしましょう。詳 しく

lよ 法務局までお間しヽ合わせください。

・お持ちの農地の相続について、いまのうちに家族で相談しましょう。
・相続登記が済んだら農業委員会への届出もお忘れなく !

市で|よ、県内の他の自治体と合同で、一般の方も参加できる不動産公売 (期日入札)を実施します。

公売とは

市が差 し押さえた財産 (農地等の不動産)を滞納市税に充てるため、広く買受希望者を募り、売却することをしヽしヽます。

※農地の公売に参加するためには、市農業委員会が発行する買受適格証明書が必要です。

■日時 :令和 6年 (2024年)11月 8日 (金)12:30～受付開始

■場所 :茨城県筑西市丙 360番地スピカビル 6階 コミュニティプラザホール

■公売財産の情報については、順次公告 します。

情報|よ「公売参加のご案内」冊子 (納税課で無料配布)また|よ市ホームページ等に掲載します。

詳細について|よ、つくば市納税課へお間しヽ合わせくださしヽ。

農地等の公売に参加してみませんか ?

Ⅷ



(7)令和 6年 7月 農委だよりつくば 第64号

農作業料金標準額を公表します
農作業料金標準額と|よ 、農作業受委託におしヽて、委託者及び受託者間で適正な労働賃金を設定できるよう、その

目安となる額を定めたものです。この農作業料金 |よ標準額ですので、ほ場条件 。作業条件などを勘案し、当事者間で

話し合しヽの上決定してくださしヽ。

1.耕起及び肥料等散布作業料金                             伶和6年 4月 1日～)

2.稲作の作業料金

3.その他の作業料金

農地の利用状況調査を実施します

毎年、農業委員と農地利用最適化推進委員が合同で農地の利用状況調査を行つ

ています。今年も7月から調査を行い、調査の際に農地に立ち入る場合があります

ので、御協力をお願いいたします。

近年、市内の遊休農地が増加しています。農地を放置すると再生が困難になる

だけでなく、雑草繁茂等により周辺環境に大変な悪影響を及ばすことになります。

農地の所有者の皆様には、日頃から農地の適切な維持管理をお願いいたします。

‐lf壽■
=

□一タリー (水田・一番耕) 10a 5,OOO～ 6,OOO円 ※ほ場条件により割l曽

□―ダリー (水田・二番耕) 10a 4,500円 ※ほ場条件により割増

□―タリー (畑 ) 10a 5,OOO-6,OOO円 ※ほ場条件により割増

プラウ 10a アI000-8,OOO円 ※ほ場条件により割増

肥料及び土壌改良剤散布 10a 3,OOO円
※肥料、土壌改良剤代別途
※片方のみ散布の場合 |よ 2,000円

単 位 料金 (税別) 備 考作業名

代かき 10a 8,OOOヘン9,000円 ※ほ場条件により割増

畦塗り(片面) lm 55円 ※ほ場条件により割増

育苗 (硬化苗) 1箱 800-900円 ※配達料 |よ別途

田植 40a 8,000ヘフ9,000円 ※委託者苗持ち

メ」り耳叉り・脱穀 40a 21,000-24,000円 ※ほ場条件により割増

乾燥・籾摺調整 30kg 1,100円
※水分により割増
※色彩選別 |よ別途

刈り取リー切 40a 40,000円
※ほ場条件により割増
※脱穀、乾燥、籾摺調整含む

単 位 料金 (税別) 備 考作業名

草刈り(保全管理) 10a 8,OOO-9,000円 ※ほ場条件により割増

整地 (レベラー整地) 10a 20,OOO円
※ほ場条件、作業内容により割増
※回送料金 |よ別途

`

空中散布 (ドローン) 10a 2,500円 ※農薬代 |よ別途

単 位 料金 (税別) 備 考作業名

農地の賃借の仕組みが変わります

農経営基盤強化促進法の改正に伴い、地域計画を策定した地区から順次、農用地利用集積計画に基づく農地の賃借

(利用権設定)ができなくなります。また、令和 フ年度以降は農地中間管理機構を通した契約に一本化されますので

ご注意ください。なお、農地法に基づく農地の賃借は引き続き行うことができます。



第61号 農委だよりつくば 令和6年 7月 (8)

たか や農園

回 谷
壮

太 さ 良予さんん

鰺
夫
婦
二
人
で
新
規
就
農

良
子
さ
ん
の
ご
実
家
は
江
戸
時
代
か
ら
代
々

続
く
農
家
。
良
子
さ
ん
も
大
学
時
代
に
先
生
や

友
人
と
の
出
会
い
を
通
じ
、
真
剣
に
就
農
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
。
い
つ
か
は

農
家
に
と
心
に
決
め
つ
つ
、
大
学
卒
業
後
は
民

間
企
業
に
就
職
し
た
良
子
さ
ん
。
し
か
し
、
お

父
様
が
病
に
倒
れ
た
こ
と
か
ら
、
思
っ
た
よ
り

も
早
い
就
農
と
な
り
ま
し
た
。
一方
、
東
京
出

身
の
浩
太
さ
ん
は
大
学
で
畜
産
を
学
び
ま
し
た

が
、
農
業
は
初
め
て
の
こ
と
。
し
か
し
良
子
さ

ん
と
農
家
を
継
ぐ
こ
と
に
大
き
な
不
安
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
最
初
の
一年
は
ご
両
親
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
二
人
に
任

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
。
夫
婦
二
人
の
農
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

つ
里
山
と
原
木
し
い
た
け

た
か
や
農
園
さ
ん
の
主
力
作
物
は
原
木
し

い
た
け
。
原
木
栽
培
は
菌
床
栽
培
よ
り
も
手

間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
肉
厚
で
香
リ

高
い
し
い
た
け
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
「原

木
し
い
た
け
は
林
業
と
も
関
り
が
あ
る
ん
で

す
。」
と
良
子
さ
ん
。
タ
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど

の
広
葉
樹
林
を
守
る
た
め
に
は
、
適
切
な
伐

採
に
よ
る
樹
木
再
生
が
必
要
で
す
。
伐
採
さ

れ
た
木
を
原
木
し
い
た
け
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
循
環
型
の
林
業
の
一役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
い
た
け
以
外
に
柿
、
栗
、
米
な
ど
も
手
掛

け
る
た
か
や
農
園
さ
ん
。
な
る
べ
く
農
薬
や

化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
が
る
可
能
性

た
か
や
農
園
さ
ん
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
渚
用
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
作
物
の
宣
伝
だ
け
で
な
く
、

普
段
の
農
作
業
の
過
程
や
お
子
様
の
成
長
の
様

子
な
ど
、
農
家
の
さ
り
げ
な
い
日
常
の
一コ
マ
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
「自
分
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
の
作
業
も
、
意
外
に
反
響
が
あ
っ
た
り
し
て
、

気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。」
お
客
さ
ん
と
の
交
流

も
楽
し
い
と
語
る
良
子
さ
ん
。
ま
た
、
同
世
代

の
農
家
と
の
交
流
は
自
分
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う
。
今
年

テ
レ
ビ
出
演
を
果
た
し
た
た
か
や
農
園
さ
ん
、

オ
フ
ァ
ー
の
き
っ
か
け
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
っ
た
と
か
。

最
近
は
レ
モ
ン
の
栽
培
に
も
取
り
掛
か
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
将
来
の
気
候
変
動
を
見
据
え

て
、
温
暖
な
地
域
の
作
物
の
栽
培
に
今
の
う
ち

か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
ん
だ
と
か
。
た
か

や
農
園
さ
ん
の
挑
戦

か
ら
、
◆
後
も
国
が

離
せ
ま
せ
ん
。

谷 ロ 部地 区(

高谷浩太さん 良子さん

しいたけ菌を植えた原木
日陰で秋まで休ませます。

木に穴をあけて菌の種を入
れます。その数約 12万個 I

たかや農国さんの
インスタグラムは

こちら

錮 ⑥等8酢 42鳳 [蓋影毒会船鈍団蜀涯回
. 8月 9日 (金)9月 13日 (金)10月 11日 (金)

111月 13日 (水)12月 13日 (金 ) 螂
農業委員会総会は一般の方も

傍聴ができます。

農地法に基づく許可申請等の締切は

毎月20日です。醒曇
締切が閉庁日の場合は、直前の開庁日が締切となりますの
でビ注意ください。
(窓回受付時間 8:45～ 16:30)

3つの要件を満たせばどなたでもれ田八できます

。年間60日以上農業に従事
・20歳以上60歳未満
・国民年金の第1号被保険者 (保険料免除者を除く)

※60歳以上65歳未満の国民年金の任意加入被保険者も含む

一
．
ｆ

◎
編
集

●
委
員
長

青
木
　
道
子

●
副
委
員
長

雨
貝
　
洋
子

●
委
　
由貝

本
橋
　
文
男

●
委
　
口員

加
園
　
秀
信

●
委
　
口貝

中
島
　
信
夫

上記に関するお問合せは、農業委員会事務局まで TEL 029‐ 883‐ 1111(代 )

●。全国農業所間 。●
オールカラーで読みやすい !農業者目線のダイムリーな情報
誌です。

発行日毎週金曜日(B3版 8～ 10頁 )
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